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鳥海イヌワシみらい館

マスコットキャラクター
「ワッシーくん」

バードウォッチングへの誘い⑮　

ありがとう！鳥海イヌワシみらい館開館15周年「イヌワシ、みらいへ！」

突撃！鳥海イヌワシみらい館！

山形県朝日町　さくら養蜂園＆ハチ蜜の森キャンドル」

ハチクマ養蜂場へ現る！

『イヌワシ』酒田市にて

撮影：長船裕紀
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本間）安藤さんはもともと自然保護の活動をし
ていたとのことですが、どういった経緯がある
のですか？　
安藤）実家が養蜂場だったのですが、私は田舎
に住みながら田舎が嫌いな典型的な都会志向の
若者でした。しかしある時、知人に誘われ渓流
釣りを案内し、子供の頃に川遊びをしたこと
や、亡くなった祖父に渓流釣りを教わったこと
等を思い出して、本当の自分は自然が大好きな
ことに気づきました。それから田舎志向に180
度転換しました。なにより季節ごとの自然の美
しさが見えるようになり、本当に「目から鱗が
落ちた」ように感じました。それまで卑屈に
思っていた田舎暮らしが好きになり、祖父母の
山暮らしの知恵や技がとても尊いことに気づき
ました。そして当時、西澤信雄さん（朝日鉱泉
ナチュラリスト）が立ち上げたナチュラリスト
クラブにも参加するようになりました。バブル
景気真っ只中、山形県朝日町でも拡大造林事業
によって砂防ダムやゴルフ場の建設計画があ
り、山からは当たり前のようにチェーンソーの
音が聞こえてくるようなありさまでした。結局
バブルがはじけたことで、開発計画はとん挫し
たのですが、自然に目を向けない世論にジレン
マを感じました。そこでミツロウを知っている
人が少なかったこともあって、ミツバチの巣が
ろうそくになる「驚き」が人と森の距離を縮め
てくれると考えました。私自身、開発に反対す
ることだけではない「伝える」という自然保護
の在り方に気づくことができました。
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トチノキの花自体も少なかったこと、ミツ
バチの発生時期と開花時期のタイミングが
ずれたことも影響しています。



 

 

近年テレビ番組でも特集が組まれるなど、注目されつつある

猛禽類の一種、ハチクマ。猛禽類の中ではマイナーな存在だっ

たハチクマですが、すでに皆さんの中にも耳にしたことがある

方がいるのではないでしょうか。当センターでも先日企画展『ハ

チクマと里山のクロスズメバチ』（4/25～6/14）を催しました。 

さて、昨年センターのイベントで使用している蜜ろうの仕入れ

先の安藤さん（ハチ蜜の森キャンドル）から「うちの養蜂場にハ

チクマが来るよ」と聞いたため、ならばビデオカメラで監視して

みようということになりました。さっそく現地（山形県朝日町）を

訪れ、安藤さんに標高 510m の小高い蜂場に案内されました。

この辺りは磐梯朝日国立公園の大朝日岳の玄関口で、とても

のどかな集落でした。蜂場には採蜜作業を控えたセイヨウミツ

バチの巣箱が25個並び、ブンブンとハチが飛び回っていました。

周囲はクマ被害を防ぐ電柵で四角く囲われていて、自動撮影カ

メラを巣箱が広く見渡せるよう電柵の角に設置し、2 週間※１モ

ニタリングしました。 

使用した自動撮影カメラ※２は、いわばデジタルカメラと同じで

SD カードに保存されます。カメラの撮影設定は 1 回のセンサー

感知で静止画を 2 枚連写後、動画を 20 秒録画（静止画 2＋動

画 1）にセットしました。ハチクマが飛来後、センサー感知する

範囲内に留まっていれば、範囲外に出るまでは絶えず撮影を

繰り返します。撮影された写真をパソコンで確認した結果、3 度

ハチクマが蜂場を訪れたことが確認できました。それぞれの飛

来日時と滞在時間（1 度の飛来あたりの初回シャッター時刻と

最終シャッター時刻から算出）を表１に示しました。 

 

1 度目は 5 月 24 日 16:19:00 から 39 分 38 秒、2 度目は 5 月

28 日 14:30:33 から 47 秒、3 度目は 5 月 29 日 16:40:10 から 6

分 54 秒でした※３。2 度目の滞在時間は短いのは、ハチクマが

歩行移動しカメラのセンサー範囲を超えたためです。3 度目は

雌雄共に飛去したことが動画で確認できました（1 度目は不

明）。 

1 度目と 3 度目は雌雄 2 個体で、2 度目は雄が単独で撮影さ

れました。3 度確認した雄、2 度確認した雌いずれも成鳥で、羽

根の色彩の特徴から中間型といわれるタイプと思われます。 

猛禽類を観察している私たちや猛禽類調査を生業にする調

査員、タカの渡りを楽しむバードウォッチャーにとってハチクマ

を見る機会は多いのですが、見るのはいつも飛んでいる姿ば

かりで地面に降りる姿はなかなか見られません。本モニタリン

グにおいても直接見ることはできませんでした。しかし、ハチク

マが巣箱の上に降り立つ様子や地上を歩く姿、巣盤から蜂の

子を摘み出し捕食する姿、ハチにたかられても全く動じない姿

が確認できるなど、様々な情報を得ることができました。今回

撮影された写真（動画）は、今後の普及啓発（チラシ・パンフレ

ットなど）の場で何度か登場する機会があると思います。近日

ホームページで公開しますので、ぜひご覧ください。 

 

※1：実働撮影期間：2015 年 5 月 18 日（pm18:48）～5 月 31 日（am10:53） ※2：今回使用し

たカメラと主な仕様：LTL ACORN LtL-5310、センサー範囲最大 20m、撮影角度 55 度 ※

3：撮影された写真からのみで判断しているため過小評価されています。 

月日 初回撮影時刻 滞在時間
①

撮影回数
②

１度目 5月24日  16:19:00 39分38秒 13

２度目 5月28日 14:30:33 47秒 1

３度目 5月29日 16:40:10 6分54秒 4

18

①1度の飛来あたりの初回シャッター時刻と最終シャッター時刻から算出

②静止画2＋動画1を１回とカウントする

表１．ハチクマの撮影状況

確認された雌成鳥（飛来 1 度目） ←のハチクマを拡大 

蜂の子を捕食する雌雄（飛来 1 度目） ←のハチクマを拡大 

ハチクマ養蜂場に現る 

文・長船裕紀 
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